
1．はじめに

ドイツでは，19世紀末から20世紀初頭にかけ

て，教師の号令のもとで集団による一糸乱れぬ運

動を行っていたシュピース＝マウル方式のトゥル

ネン（Turnen）1）に異を唱え，人間の生を直視した

自然主義への回帰や人間性の回復を目指した新体

操促進運動（Gymnastikbewegugn）が興隆した。

この新体操促進運動は，当時の教師の一方的指導

で行われた詰め込み式のドリル学習や強制的な指

導をはじめ，子どもの人格発達への抑圧といった

伝統的な教育と教育観に異を唱え，新たな教育文

化の構築を求めた「新教育運動」のなかで立ち上

がった「芸術教育運動」を基盤に，トゥルネンに

代わる芸術性に根ざした運動形態を探求していた

体操家や舞踊家，音楽家らによって展開された。

新体操促進運動で導かれた体操（Gymnastik）

の系譜を大まかに分類すると，「衛生学的－生理

学的－教育学的な系統」として，身体感覚を呼び

覚まし，無駄のない姿勢と運動の意識を向上させ

るための認識，「リズム的－教育学的な系統」と

して，運動のリズムと表現力を発達させるための

認識，「ダンス的－教育学的な系統」として，運

動構成の発達に向けて，具体的な想像力を獲得さ

せるための認識になる2）。この新体操促進運動の

担い手たちである体操家や舞踊家，音楽家らは，

自らの学校を設立し，それぞれが独自のカリキュ

ラムで活動を行っていたが，1922年に開催された

「芸術体操会議」（Tagung für künstlerische Körper-

schulung）を契機に，音楽のリズムと結びついた

基本運動を芸術的な運動形態に発展させるといっ

た体操が具現化していくと，彼らを統合するかた

ちで「ドイツ体操連合」（1925年－1933年）（Deut-

scher Gymnastik-Bund e.V.，以下「体操連合」と
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略記）が設立された。そして「体操連合」は，体

操の普及・促進の中枢機関となり，新体操促進運

動で導かれた体操の量的のみならず質的にも拡大

していく一大組織となった。

「体操連合」は，身体の内面や空間を意識した

即興による動きを，芸術作品にまで構築していく

能力を発展させること，運動と音楽を融合させて

個人やグループでの表現能力を高めるといった芸

術的な運動形態を主とした体操やダンスを追求し

ていった3）。さらに「体操連合」は，体操会議や

講習会4）の開催，機関誌『ジムナスティック』

（GYMNASTIK）の発行5）をとおして，体操の普及

・促進に努めた。1920年代中盤から後半になると

ドイツ国内では女性を中心に体操ブームが起

き6），「体操連合」は所属する体操学校や舞踊学校

共通の指導要綱を1927年に作成すると同時に，教

育機関における一教科としての体操の地位確立を

目指し，国家による体操の保護を求める活動を展

開した。しかしながら，独自のかたちで授業を運

営していた体操家や舞踊家，音楽家らの学校のカ

リキュラムの違いから足並みが揃わず，また1930

年代に入ると体操の内容が変容していき7），「体操

連合」の設立や活動に貢献した多くの会員や学校

の脱退，1929年に発生した世界恐慌の影響から経

済的困窮に直面した多くの会員が職を失ったこと

により，国家による体操の保護には至らなかっ

た。

1933年にアドルフ・ヒトラー（Adolf Hitler）率

いる「国民社会主義ドイツ労働党」（以下「ナチ

ス」と略称）が実権を握ると，「体操連合」は，

「ナチス教員連盟」（Nationalsozialistischer Lehrer-

bund）傘下の「ドイツトゥルネン・スポーツ・体

操教員帝国同盟」（Reichsverband Deutscher Turn

＝，Sport＝und Gymnastiklehrer）に組み込まれ，

その中で専門団体「体操とダンス」（1934年－

1936年）（Fachschaft Gymnastik und Tanz）として

組織化されていく。ここで看過してはならないの

が，「体操連合」で追求された音楽と運動を融合

した表現性や芸術性のある体操やダンスが，ナチ

ス期において突如暗黒時代に入ったかのように語

られるが8），ヴァイマルからナチス期へ移行して

いくにあたって，これらが具体的に如何に変容し

ていったのかについてである。近代ドイツの身体

文化史を専門とする山本は，「ヴァイマル時代と

ナチ時代は決して非連続的なものではなく，ナチ

時代はあくまでもヴァイマル時代のなかではぐく

まれてきたもの」9）と述べているように，「体操連

合」と専門団体「体操とダンス」の活動内容に

は，ナチスの政策によって継承されたものと変容

せざるを得なかったものがあるのではないかと考

える。

そこで本資料では，ドイツの身体文化に改革

ムーブメントを呼び起こした体操の普及・促進の

中枢機関である「体操連合」が，ナチス期に専門

団体「体操とダンス」として組織化され，機関誌

『ジムナスティック』の続編として月刊で発行さ

れた機関誌『体操とダンス』に注目し，同機関誌

に寄稿された計117本の寄稿論文の目録を提示す

ることにより，「体操連合」によって追求された

体操とダンスが如何なる性格を帯びていくのかを

明らかにする一つの貴重な資料として紹介した

い。
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2．機関誌『体操とダンス』の寄稿論文目録（1934－1936）一覧
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1935年
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